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六
月
三
日
の
日
曜
日
、
末
光
力
作
先
生
は
ご

自
宅
に
隣
接
す
る
日
本
基
督
教
団
賀
茂
教
会
の
礼

拝
の
讃
美
歌
の
聞
こ
え
る
さ
な
か
、
安
ら
か
な
眠

り
の
う
ち
に
天
上
に
召
さ
れ
た
。

一
九
二
四
年
七
月
二
八
日
、
末
光
信
三
(
元
同

志
社
女
子
中
高
校
長
)
・
信
子
(
元
マ
ク
リ
ン
幼
稚

園
園
長
)
ご
夫
妻
の
長
男
と
し
て
誕
生
さ
れ
た
先

生
峡
府
立
京
都
第
一
中
学
校
か
ら
北
海
道
帝
国

大
学
へ
進
学
、
一
九
四
七
年
九
月
同
大
学
農
学
部

水
産
学
科
化
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
。
そ
の
後
同

大
学
農
学
部
助
手
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
研
究

所
所
員
を
経
て
、
一
九
四
九
年
七
月
か
ら
北
海
道

酪
農
学
園
短
期
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
五
八
年
四
月
か
ら
京
都
大
学
農
学
部
農
芸
化

学
科
で
研
究
に
専
念
さ
れ
、
一
九
六
一
年
六
月
京

都
大
学
か
ら
農
学
博
士
の
学
位
を
受
領
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
四
且
同
志
社
大
学
工
学
部
工
業

化
学
科
へ
専
任
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
一
九
九

三
年
三
月
定
年
で
ご
退
職
に
な
る
ま
で
の
三
十
四

年
間
、
同
志
社
大
学
工
学
部
に
お
い
て
有
機
化
学
、

農
芸
化
学
、
微
生
物
化
学
、
天
然
物
化
学
な
ど
広

範
囲
に
わ
た
る
研
究
と
教
育
に
専
念
さ
れ
た
。
そ

の
間
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
年
間
、
カ
ナ
ダ
の
ア

ル
バ
ー
タ
大
学
で
在
外
研
究
を
さ
れ
た
。

ご
専
門
の
研
究
と
教
育
の
か
た
わ
ら
、
新
島
襄

の
科
学
者
と
し
て
の
側
面
を
詳
し
く
探
求
し
、
貴

重
な
業
績
を
残
さ
れ
た
。
ま
た
ラ
グ
ビ
ー
部
後
援

会
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
貴
重
な
働
き
を
担

つ
て
こ
ら
れ
、
数
年
前
に
は
「
同
志
社
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
の
歩
み
」
と
題
す
る
小
冊
子
を
ま
と
め
ら

れ
た
。先
生
は
誠
心
誠
意
、
信
仰
に
生
き
た
方
で
あ
っ

た
。
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
1
や
教
会
の
礼
拝
で
は
大
き

な
声
で
讃
美
歌
を
歌
い
、
心
か
ら
の
祈
り
を
捧
げ
、

聖
書
の
読
み
の
深
い
奨
励
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
背
中
に
痛
み
を
覚

え
ら
れ
、
二
月
九
日
肝
臓
の
手
術
を
受
け
ら
れ
た

゛
)
、

ご
自
分
の
病
状
に
つ
い
て
客
観
的
な
説
明
を

力求
め
、
科
学
者
ら
し
い
態
度
を
貫
か
れ
た
。
一
月

二
四
日
に
退
院
さ
れ
て
か
ら
は
、
東
洋
医
学
を
中

心
と
し
た
免
疫
活
性
化
の
療
法
に
取
り
組
ま
れ
、

一
時
は
鴨
川
べ
り
を
散
歩
で
き
る
ほ
ど
ま
で
に
快

復
さ
れ
た
が
、
最
後
の
数
か
月
、
先
生
は
ご
家
族

と
と
も
に
、
じ
つ
に
濃
縮
さ
れ
た
時
を
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ご
家
族
と
の
暖
か
い
き
ず

な
を
味
わ
う
た
め
に
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
恵
み
の

時
で
あ
っ
た
と
思
う
。

な
お
田
辺
校
地
に
新
築
さ
れ
た
工
学
部
棟
や
新

食
堂
の
た
め
に
、
先
生
は
聖
書
に
因
ん
だ
名
前
を

付
け
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
も
そ
れ
ら
の

^
^
を
み
る
た
び
に
懐
か
し
く
相
一
い
^
こ
さ
れ
る
。



二

六
月
一
八
日
の
日
曜
日
、
降
り
し
き
る
雨
の
な

か
経
済
学
部
教
授
岡
本
昌
幸
先
生
は
、
ご
家
族
の

方
々
、
大
学
関
係
者
そ
れ
に
大
勢
の
教
え
子
に

見
送
ら
れ
、
天
国
へ
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り

に
も
突
然
の
ご
逝
去
に
、
わ
た
し
た
ち
一
同
、
ロ

に
す
る
言
葉
も
な
く
、
手
を
合
わ
せ
、
た
だ
先
生

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ぱ
か
り
で
し
た
。
そ
の

八
日
前
、
六
月
一
 
0
日
に
は
、
先
生
は
五
四
回
目

の
誕
生
日
を
お
迎
え
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
働

き
盛
り
の
五
0
代
、
ご
家
族
も
、
大
学
も
、
そ
し

て
学
界
も
、
ま
だ
ま
だ
先
生
の
お
力
を
必
要
と
し

て
お
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
こ
の
五
月
一
三
日
に
鬼
籍
に
入
ら
れ

た
英
文
学
の
権
威
、
同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授

故
岡
本
昌
夫
先
生
、
い
つ
様
の
三
男
と
し
て
一
九

)し

四
一
年
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
名
門
、
紫

野
高
等
学
校
か
ら
同
志
社
大
学
経
済
学
部
に
入
学

さ
れ
、
先
生
は
経
済
学
徒
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
だ
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
学
部
で
は
俊
英
の
集
う

黒
松
巌
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学
ば
れ
、
そ
こ
で
初
め
て

終
生
の
ご
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
産
業
組
織
論
の

書
物
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
生
と
し
て
学

究
生
活
に
入
ら
れ
て
か
ら
は
計
量
経
済
学
の
手
法

を
応
用
さ
れ
、
寡
占
市
場
の
実
態
に
鋭
い
メ
ス
を

ふ
る
わ
れ
て
、
数
多
く
の
実
証
論
文
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
寡
占
企
業
に
ょ
る
管
理
価
格
の
設
定
や

院
学
学
永

学
済
済

大
経
経
分

そ
の
弊
害
に
つ
い
て
の
先
生
の
業
績
は
学
界
で
極

め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

経
済
学
部
教
授
故
西
村
晃
先
生
の
追
悼
論
文

集
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
「
産
業
内
生
産
性
分
散
に

関
す
る
一
考
察
」
が
先
生
の
手
に
ょ
る
最
後
の
著

作
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
国
内
研
究
員
と

し
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
以
外
は
講
義
か
ら
開
放
さ
れ
、

腰
を
落
ち
つ
け
て
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。
教
育
に
し
ろ
研
究
に
し
ろ
、
先
生
ほ
ど
着

実
か
っ
慎
重
な
方
を
知
り
ま
せ
ん
。
論
文
の
発
表

で
も
講
義
で
も
、
先
生
は
つ
ね
に
完
壁
を
期
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
少
し
で
も
問
題
が
残
っ
て
い
れ

ぱ
徹
底
的
に
調
べ
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

納
得
さ
れ
る
ま
で
は
、
決
し
て
口
に
さ
れ
た
り
文

章
に
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

が
分
か
ら
な
い
こ
と
を
人
に
教
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
い
う
先
生
の
堅
い
無
に
ょ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
研
究
室
は
光
塩
館
五
階
に
ご
ざ
い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
下
り
て
す
ぐ
左
手
、
先
生
の
研

究
室
の
扉
に
付
け
ら
れ
た
行
先
表
示
は
、
あ
の
日

以
来
「
帰
宅
L
を
指
し
て
い
ま
す
。
数
か
月
を
過

ぎ
た
い
ま
で
も
、
研
究
室
の
前
を
通
る
た
び
、
も

し
や
「
在
室
」
の
表
示
に
替
わ
っ
て
ぃ
る
の
で
は

と
思
っ
た
こ
と
も
二
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
四
W
W
四
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ム号島

去
る
六
月
一
八
日
に
、
正
木
久
司
教
授
は
、
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
正
木
教
授
は
一
九
五
九
年
に
同

志
社
大
学
商
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
同
志
社
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
に
入
学
修
士
課
程
・
博
士
課

程
を
岡
村
正
人
教
授
の
指
導
の
下
に
財
務
管
理

論
、
特
に
株
式
会
社
論
を
中
心
に
研
究
を
重
ね
ら

れ
た
。
同
大
学
院
単
位
取
得
後
は
、
大
阪
証
券
研

究
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一

九
六
七
年
に
母
校
の
同
志
社
大
学
商
学
部
助
手
に

採
用
さ
れ
、
そ
の
後
専
任
講
師
助
教
授
を
経
て
、

一
九
七
五
年
に
教
授
と
な
り
、
現
在
に
及
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
一
九
七
九
年
に
は
、
同
志
社
大
学
在

外
研
究
員
と
し
て
、
世
界
の
経
営
学
の
メ
ツ
カ
で

あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
.
ス
ク
ー
ル

、ノ

に
留
学
さ
れ
教
授
の
長
年
の
研
究
で
あ
る
「
資

本
と
経
営
の
分
離
論
」
の
。
ハ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
バ

ー
リ
研
究
の
資
料
を
収
集
し
て
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
九
八
三
年
に
は
、
長
年
の
株
式
会

社
の
研
究
成
果
を
も
っ
て
、
立
教
大
学
に
申
請
さ

れ
て
い
た
経
済
学
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
教
授
は
ま
た
大
学
院
教
授
と
し
て
、
多
く
の

研
究
者
を
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

教
授
は
同
志
社
大
学
で
の
研
究
は
株
式
会
社

論
の
処
女
作
で
あ
り
、
学
位
論
文
で
も
あ
る
『
日

本
の
株
式
会
社
金
融
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九

七
三
年
)
、
そ
の
他
、
株
式
会
社
に
関
す
る
六
冊
の

.
学
学
学
隈
開

歴
れ
六
大
大
所
時

ま
赴
磁
吼
究
器

N
牛
志
壁
心
研

氏
Π
詞
同
祠
学
n

学
懲
子
扮

大
商
商
、
分

司
7

科
Ⅱ

書
物
を
世
に
問
わ
れ
た
の
を
始
の
共
著
や
翻
訳

書
の
多
く
を
も
っ
て
、
自
ら
の
見
解
を
発
表
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
大
変
な
健
筆
家
で
論
文
の
数

は
数
え
切
れ
な
い
位
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
研
究
成
果
を
み
て
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
教

授
は
大
変
な
勤
勉
実
直
型
の
勉
強
家
で
、
そ
の
面

で
は
学
生
に
少
々
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
側
面
も
あ
り

ま
し
た
。
思
い
出
す
の
は
教
授
が
、
私
が
主
催
し

て
お
り
ま
し
た
研
究
会
に
も
大
学
院
生
と
し
て
出

席
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
時
の
若
き
時
代
の
情
熱
あ

ふ
れ
る
研
究
者
の
姿
で
あ
り
ま
す
。
教
授
は
恩
師

岡
村
正
人
教
授
の
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

「
株
式
会
社
の
研
究
L
を
引
き
継
が
れ
、
そ
の
さ
ら

な
る
発
展
を
一
貫
し
て
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
研
究
者
と
し
て
の
学
問
的
情
熱
が
、
多

く
の
研
究
業
績
を
生
み
出
し
、
ま
た
、
多
く
の
研

究
者
を
引
き
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

株
式
会
社
の
研
究
は
経
営
学
の
研
究
の
基
礎
的

な
部
分
で
あ
り
ま
す
の
で
、
教
授
の
研
究
は
お
そ

ら
く
教
授
の
理
論
的
後
継
者
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発

展
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
こ
と
は
確
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
木
教
授
の
研
究
は
残
念

な
が
ら
途
中
で
挫
折
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
天
国
で
そ
の
発
展
を
暖
か
く
見

守
っ
て
下
さ
い
。
教
授
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
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